
























































究』 本号における評者の「研究会報告書」参照のこと。 pp.53 -56) 
従って，何よりもまず，教師がこの問題に真剣に取り組むことが先決ではなかろうか。評者の
世界・世界を貫く作業内容でもあり，本書を読んで，そのような想いを一層強くした。
（筑波大学大学院）
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